
地域保健・医療、の研修においては、保健所の役割、僻地医療、社会福祉施設、診療所の役割などについての理解が

求められています。

１か月という短期間ですが、僻地の中核病院における地域医療マインドを体験すると同時に、

包括的な医療・ケアの体験と、介護保険の主治医意見書の作成に焦点を当てたプログラムです。

GIO１

地域医療を理解し実践できる

SBO1 地域の診療体制を理解し、問題点を説明できる。

SBO２ 僻地中核病院の業務を実践できる。

SBO3 訪問診療を実践できる。

担当患者を持ち、一般病棟業務、回診、カンファランス等を通して地域医療を体験する。

外来見学、新患外来、救急対応を通して地域医療の第一線を体験する。

訪問診療に同行、実践する。

第一線に必要な簡易な各種検査、手技を経験する。

GIO2

地域包括ケアシステムを理解し説明できる。

SBO1 医療と保健福祉介護の連携現場を経験し、説明できる。

必須１ 地域ケア会議 １時間

必須２ ケアマネージャーに同行一日研修 半日

必須３ 緩和ケアカンファに参加 １時間

その他 訪問看護、包括ケア会議、メディコ

SBO2 地域の保健活動を経験し、説明できる。

必須１ 乳幼児健診 ２時間

必須２ 精神障害者作業所 半日

必須３ 高齢者健康つくり教室 ２時間

その他 訪問指導、座談会

SBO3 適切な介護保険主治医意見書を作成できる

必須１ 病棟新患患者担当

必須２ 意見書作成のための会議

地域医療研修4週間プログラムGＩＯ,ＳＢＯ  小鹿野中央病院


